
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

８月２５日に２学期がスタートし、子どもたちの元気な笑顔が学校にもどってきました。夏休みの楽しい思い出を

先生や友達に話している姿が各教室で見られました。  

２学期は、子どもたちが楽しみにしている学校行事が多くあります。5年生の海

の学習、６年生の修学旅行、校外学習、学習発表会などです。 １年間の中で一

番長い２学期は、子どもたちが大きく成長する時期ともいえます。 始業式では、２

学期は「めあてや目標をもって粘り強く取り組もう」「友だちと協力しよう」という

２つのことを特に頑張ろうと子どもたちに話しました。２学期のさまざまな学習や

行事に前向きに挑戦し頑張りぬけば、自分自身が大きく成長し、「頑張ったな」

「楽しいな」という思いをもつことができ、「学校は楽しい」につながると考えて

います。 

熱中症も心配な時期です。 子どもたちの心と体の健康を守りながら学習活動を進めてまいりたいと考えていま

す。 今学期の本校の教育活動に対し、 温かいご理解とご協力を賜りますよう、 どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

「長い夏休みに学校の先生って何をしているの？」と思う方がいると思いま

す。もちろん、授業はないですが、時間のたっぷりある夏休みだからこそでき

る仕事をしています。 

一つは職員作業です。今年も廊下のワックスをかけました。倉敷南小学校

の廊下がピカピカなのは毎年夏休みにワックスをかけているからなのです。

その他にも、プールの片付け、理科室の片付け、備品整理などを行いました。 

もう一つは研修です。教育公務員は、

絶えず研究と修養に努めなければなら

ないと、法律にも明記されています。２学期からの授業や生活指導に生かして

いくために、さまざまな研修を行っています。校内では、国語科、学力向上、特

別活動などについて研修を行いました。 

 子どもたちのよりよい成長と学びのために、我々教職員はこれからも努力

をしてまいります。 

 

南風にのって 
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学校だより 第５号 

令和７年９月５日 

第２学期 始業式                      ８月２５日 

暑さ対策のため，始業式は放送で

行いました。 

始業式の日のひとコマ 

先生たちの夏休み 

夏休みの宿題を提出する子どもた
ち。笑顔で、うれしそうでした。 

端末で自分の作品の写真を撮り、提出
ボックスに提出。ICTを日常的に活用
しています。 

久しぶりに会った友達と「夏休みビン
ゴ」をして盛り上がっている学級もあり
ました。とても楽しそうでした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  近年、子どもた

ちを取り巻く環境

が大きく変化して

きています。多様

化、複雑化してい

る諸課題に対応

し、確かな学力、豊

かな心、健やかな

体をもち、将来の

夢や希望を胸に生

き生きと成長する

子どもたちを育む

ためには、学校・家

庭・地域の連携・

協働が欠かせませ

ん。 岡山県では、

学校と地域がパー

トナーとしてつな

がり、一体となって

子どもたちを育てていこうという考えのもとに、「地域とともにある学校づくり」を推

進しています。 

  本校では、２０１２年から地域連携による学校支援事業、２０１９年から学校運営協

議会がスタートしました。学校運営協議会が設置されている学校をコミュニティ・ス

クールといいます。７月３１日には、本年度第２回目の学校運営協議会がありました。

地域住民や保護者の代表の方々、本校教職員の代表が参加しました。 協議会で

は、「防災・減災～学校と地域が共にできるこ

と～」をテーマに話し合いました。合同避難訓練や今後学校と地域が共に取り組

めそうなことなどについて意見交換をしました。今後に向けて前向きな意見がたく

さん出てきて、活発な協議が行われていました。 

  いつも学校を様々な立場から支えてくださっている地域の皆様に感謝申し上げ

ます。 

第２回 学校運営協議会                  ７月３１日 

文部科学省「これからの学校と地域～コミュニティ・スクールと地域学校協働活動」 より引用 

PTA の役員の皆様、地域の皆様も夏休みに奉仕作業として校内

の清掃をしてくださいました。子どもたちが気持ちよく過ごせるように

環境整備をしてくださってありがとうございました。 

PTAの皆様は、トイ
レ掃除をしてくださ
いました。子どもたち
の日頃の清掃だけで
は十分とは言えない
ので、ポリシャーをか
けて床の汚れを取っ
てくださいました。 

地域の皆様はコミュニティルーム
の窓掃除をしてくださいました。 


